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全体オリエンテーション・マッチング手順

８：００　災ボラへ到着
・当日の県ボラ個人・団体人数をG-mailでチェック
本部2階のPCを使用（パス：n.volunteer.nanaosyakyo522099） 
　 当日に県ボラ枠の石川県ボランティアバス（県ボラバス）に乗った個人・団
体の人数の名簿（PDF）が送られてくる。
※七尾市社協から県へ要請している県ボラは一日40人。
連合石川(平日14～15人)、明治大、金沢大、日体大などの団体（特別枠）
も要請40人の中に計算されている。
要請40人の内訳一覧は週間リストがG-mail
　PCを使用しオリエンテーション動画を投影し待機時間に理解を深めてもらう。
　YouTube!アドレスはデスクトップ上のワードファイルに保存してあるものを使用すること。

（乗車があれば）
８：４０～４５　県ボラバス到着

９：００まで　当日のボランティア数の把握について
[image: ]
・そのほか団体Vなど七尾市社協が把握している分は七尾市社協に確認

８：５５　全体オリエンテーション前確認事項
(１)高速道路通行証明書の申請を出してもらう。(活動終了後にオリで返却)
[bookmark: _Hlk162131148]　≫クリアファイルなどのまま預からず原紙のみ。
　≫近ブロ幹事社協職員へ渡す。昼頃には処理されているので活動終了後に
必ず返却する。
（２）ボランティア受付をされたかの確認
≫建物入り口、オリ場所のうしろの壁などにQRコードがある。
≫連続で入っている運転ボラなど受付をされていない場合があるので注意
（３）名札書いたかの確認　※県ボラバスの方がもらっていないので配付必要
（４）運転ボラが不足している場合は、ボラの中から募る。（車両マッチングが
対応）
　　　※帰りの県ボラバス出発時間の都合上、バス利用者からは募らない方が
よい。

９：００頃　全体オリエンテーション
（１）お礼
（２）ホワイトボードの情報を共有
≫活動スケジュール目安（一日の流れ）
県ボラ枠バス利用者が16時発のため、15:30活動終了、15:50本部に集合
テント村プロジェクトは活動終了を16時までとしている。
　※活動が早く終わって、それ以上の活動を紹介できない可能性がある。
　　「皆様のおかげで順調にご要望にお応えできているため、今日ご紹介できる活動に限りがある」等とご説明
[bookmark: _Hlk162830340]　≫昼食のタイミングや場所はグループで判断（基本的にセンターで休憩いただいている。）
≫小休憩をよくとってケガや事故の無いように
≫1階トイレは使えない。
活動先もトイレが使えないことがある。出発前に災害ボラセンでトイレを　済ませること。バケツで水を流す。

・ほか、適宜
≫完了していなくても次のVが継続するので大丈夫
≫災害ボラ本部の電話番号を（一応）伝える。
≫リーダーに渡す資料に仮設トイレ一覧付けている。
≫マスクできれば防塵マスクする。ヘルメットも貸せる。
≫天候が悪いときは本部から中止連絡も。変わりやすい。
≫体温を確保できるようにカイロ、レインコートあります。
・ごみ集積　12種　細かく分ける。
 ・カリカリ置き場の役割説明
・被災者の皆さんのためにもケガをしないための安全配慮を

運転ドライバーオリエンテーション
※車両マッチング対応

グループ編成
★各班をグルーピングする。
　※当日の人数規模を想定しておき、9時時点での人数（基本的には9時でボラの受付は終了）、各班の人数を反映し、グルーピングする。
→班を順に個別オリエンテーション担当へ送る
※運転ボランティア側と一緒に送れるよう、連携を取る。
→仮仮置場ボラを近ブロ幹事職員へ送る。


１０：００以降　各班とのオペレーション調整等
・ボラ送り出し後、車両マッチングと連携し、各班の問い合わせ等に対応
※現状、1日15ケースまでのニーズ調整に抑えている為、現在は追加案件の用意は行っていない。
・資材担当や仮仮置き場担当など、ボラによる活動がないか調整する。幹事と要
相談。
※1日の対応ニーズが少ないため、活動終了時間が早まっており、早く帰ってこられた班から、ご協力いただける場合は、資器材の清掃（ブルーシートやグローブ）や、センターの環境整備（仮設トイレや階段の掃除）を資材担当から紹介してもらう。
・ボランティアさんの満足度を考慮して、出来る限り活動をつくる。できない場
合は現地社協と相談の上、早くお見送りしてよいかの判断を仰ぐ。
　※結果として、活動終了時間が早まることは、現地社協了解済み。

活動終了後
（１）お礼、ねぎらい、事故やケガがないか確認
（２）高速道路証明書渡す。
（３）バディコム、車両鍵、V活動依頼書など確実に返却しているか確認
（４）本日の活動報告
（５）アンケートへの協力依頼（オリ資料にＱＲあり）
（６）忘れ物がないよう気を付けてお帰りいただく。
（７）県バスボラはバスへの案内、お見送り。

翌日準備
・マッチング電話が組んだ翌日のケースをチェック。班分けしながら、必要人
員を決める。
・班分けが確定した資料はマッチング電話担当に渡す。（マッチング電話担当
　がボランティアに渡す用の資料を準備）
・必要人員を車両マッチングに渡す。（班ごとの必要人員と活動内容に沿って
車両の組み合わせを一緒に検討し、班ごとの最大乗車人数を決定する。）
※班ごとの最大乗車人数をメモしておくと翌日のマッチングがラク。
・班ごとにドライバーの椅子を準備しておく。
・マッチング班にて仕分けしたケースを班分け・グループ化
・ボラの見込み数に応じて班ごとにボラを振り分け
　　（仮仮ボラの人数は仮仮担当と調整）※引越作業の日は念入りに
・ホワイトボードに転記　※共有事項も記入

情報
・3/25から城山野球場にテント村開設
　　テントキャパ　１００基
　　それに伴い、テントV１００名＋通常の県V４０名＝毎日最大１４０名の受入の想定が必要
・センター１階のテント村スタッフとの話で、ボランティアの人数が多い場合
などに活動を紹介してもらえる場合がある。
　→ただし、一定のルールとして、
➀テント村の利用者がテント村で活動するのは可
②ニーズのケースにも行く。
image1.png
@ mEusses. @ Exmsses.

tsurumori RS/ LRI - LV DES
@ RS/ (2tR0s...

RO THDET. AHORERRESEDVVCLET. FUET... 93

BAER Fw: BRBHOSHENCONT - LREKERS 71 T2 —BREOHISENSENETT . ... B3
0| EEREE . [ (EEhEE . [ O [EEGREE) . 4




